
文
人
た
ち
の
交
友

 

藤
原
行
成
を
軸
と
し
て

 

後
 

藤
 

昭
 

雄

 

一
 

そ
れ
ら
の
詩
の
唱
和
は
藤
原
行
成
（
九
七
ニ
ー
一
〇
二七
）
が
賦

 

し
た
「
世
尊
寺
作
」
が
発
端
で
あ
っ
た
。
 

日
 

一
到
洛
陽
城
北
寺
 

一
た
び
到
る
洛
陽
城
北
の
寺

 

な
げ
う

 

暫
拠
塵
網
避
炎
蒸
 
暫
く
塵
網
を

拡

ち
て
炎
蒸
を
避
く

 

至
心
礼
拝
堂
中
仏
 
心
を
至
し
て
礼
拝
す
堂
中
の
仏

 

促
膝
言
談
樹
下
僧
 
膝
を
促
し
て
言
談
す
樹
下
の
僧

 

松
竹
風
生
晴
帯
雨
 
松
竹
に
風
生
じ
て
晴
れ
に
雨
を
帯
び

 

し
 

林
池
月
落
夜
鋪
氷
 
林
池
に
月
落
ち
て
夜
氷
を
鋪
く

 

道
場
旧
主
吾
慈
母
 
道
場
の
旧
主
は
吾
が
慈
母

 

毎
恋
温
顔
涙
不
勝
 
毎
に
温
顔
を
恋
ひ
て
涙
勝
へ
ず

 

こ
の
詩
に
接
し
て
菅
原
輔
正
が
和
詩
を
呈
し
、
こ
れ
を
き
っ
か
  

け
に
、
さ
ら
に
三
度
、
両
者
の
間
で
詩
の
唱
酬
が
く
り
返
さ
れ
た
。
 

加
え
て
、
行
成
の
詩
は
藤
原
為
時
と
源
為
憲
の
追
和
を
も
誘
う
こ

と
に
な
る
。
当
然
の
こ
と
と
し
て
行
成
は
詩
を
以
て
こ
れ
に
答
え

た
。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
四
者
の
間
で
唱
和
が
重
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
六
首

の
詩
と
二
首

の
長
文

の
詩
題
と
が
、

「行
成
詩

稿
』
 に
残
る
。
こ
れ
ら
を
読
み
解
い
て
、
平
安
朝
、
 一
条
朝
期
の

文
人
た
ち
の
交
友
の
一
齢
を
垣
間
見
て
み
よ
う
。
 

ま
ず
先
の
行
成
の
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
世
尊
寺
を
詠
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
世
尊
寺
は
行
成
が
伝
領
し
た
桃
園
の
邸
宅
を
寺
院
に

 

改
め
た
も
の
で
、
 一
条
の
北
の
、
後
の
五
辻
の
北
、
大
宮
の
西
に

 

②
 

位
置
し
た
。
現
在
の
上
京
区
大
宮
通

一
条
上
る
に
当
た
る
。
行
成

 

は
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
喜
捨
し

て
仏
寺
と
し
、
長
保
三
年
二
月
 
1
 



二
十
九
日
に
は
多
数
の
公
卿
官
人
お
よ
び
天
台
座
主
以
下
の
僧
侶

を
招
請
し
て
盛
大
な
供
養
を
行
な
っ
て
い
る
（
「権
記
」
）
。三
月
に

は
藤
原
道
長
の
援
助
も
あ
っ
て
定
額
寺
に
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
の
ち
世
尊
寺
流
の
名
称
が
起
こ
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
が
、
 

世
尊
寺
は
行
成
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
存
在
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
詩
に
は
詩
題
の
下
に

「
時
に長
保
五
年
六
月
十
日
」
と
い

う
制
作
年
次
の
注
記
が
あ
る
。

一
〇
〇
三
年
。
時
に
行
成
は
三
十

二
歳
で
、
従
三
位
、
参
議
、
右
大
弁
、
侍
従
の
地
位
に
あ
っ
た
。
 

詩
は
特
に
難
解
な
表
現
も
な
い
。
 

第
三
句
の
 
「
堂中
の
仏
」
 に
関
し
て
参
考
と
す
べ
き
記
述
が
先
 

(
（田

 

に
言
及
し
た

『
権
記」
 の
世
尊
寺
供
養
の
記
事
の
中
に
あ
る
。
 

今
日
世
尊
寺
を
供
養
す
。
寝
殿
を
以
て
堂
と
為
す
。
金
色
の

 

大
日
如
来
・
普
賢
菩
薩
・
十
一
面
観
世
音
菩
薩
、
彩
色
の
不

 

動
尊

・
降
三
世
明
王
等
の
像
各
一
体
等
身
を
安
置
す
。
 

堂
は
桃
園
第
の
寝
殿
を
そ
の
ま
ま
改
め
た
も
の
で
、
大
日
如
来

以
下
の
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
 

第
五
句
「
松
竹
に
風
生
じ
て
晴
れ
に
雨
を
帯
ぶ
」
は
、
風
に
吹

 

か
れ
て
鳴
る
松
や
竹
の
音
を
雨
に
聴
き
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

 

④
 

う
し
た
比
除
は
平
安
朝
詩
に
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
句

 

は
さ
ら
に

「
晴
」
な
の
に

「
雨」
と
は
、
と
矛
盾
を
見
い
だ
し
て

興
に
入
っ
て
い
る
。
 

こ
れ
と
対
を
な
す
第
六
句
「
林
池
に
月
落
ち
て
夜
氷
を
鋪
く
」
 
。
。
 

お
も

 

は
、
月
光
を
受
け

て
白
々
と
輝
く
池

の
面
の
あ
り

さ
ま
を
氷
が

張
っ
て
い
る
と
見
立
て
て

い
る
。
比
験
で
あ
る
点
は
前
句
と
同
じ

で
あ
る
が
、
前
句
の
よ
う
な
、
こ
れ
に
概
念
の
矛
盾
が
絡
ま
る
と

い
う
形
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
関
わ
る
異
文
が

あ
る
。
 

「行
成
詩
稿
』
に
は

一
首
の
中
か
ら
佳
句
一
聯
ず

つ
を
摘
句
し

た
詩
群
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
こ
の
五

・
六
句
が
引
か
れ
て
い
る
。
 

そ
こ
に
は
異
文
か
注
記
さ
れ
て
い
る
。
 

林
池
月
落
夜
鋪
氷
 

「
夜
氷
を
鋪
く
」
は
ご
く
普
通
の
表
現
に
過
ぎ
な
い
が
、
「
夏

氷
を
鋪
く
」
 で
あ
れ
ば

「
夏」
な
の
に

「
氷」
と
い
う
こ
と
で
矛

盾
を
含

み
込
ん
だ
表
現
と

な
り
、
第
五
句
の
 
「
晴
れ
に
雨
を
帯

ぶ
」
と
よ
く
対
を
な
す
も
の
と
な
る
。
 

第
七
句
「
道
場
の
旧
主
は
吾
が
慈
母
」
は
桃
園
第
の
伝
領
に
関

す
る
重
要
な
証
言
で
あ
る
が
、
次
の
菅
原
輔
正
の
詩
に
も
同
様
の

表
現
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
 

そ
の
輔
正
の
詩
で
あ
る
。
行
成
の
こ
の
詩
に
関
わ
っ
て
輔
正
か

ら
次
の
よ
う
な
詩
が
贈
ら
れ
た
。
 

口
 

昨
タ
、
陣
座
、
側
聴
玉
章
。
老
耳
不
聡
、
縄
覚
韻
字
。
愚

 

慮
難
抑
、
倫
走
短
竜
。
他
聞
所
及
、
必
可
秘
蔵
。
 



吏
部
老
菅
輔
正

 

じ
ん
の
ぎ
 

ほ
の

 

昨
タ
、
陣
座
に
て
、
側
か
に
玉
章
を
聴
く
。
老
耳
聡
か
ら

ず
、
欝
か
に
韻
字
を
覚
ゆ
る
の
み
o

愚
慮
搬

へ
難
く
、
俄

か
に
短
亮
を
走
ら
す
。
他
聞
の
及
ぶ
所
、
必
ず
秘
蔵
す
べ

し
。
 

桃
園
変
号
鶏
園
境
 
桃
園
号
を
変
ふ
鶏
園
の
境

 

む
 

従
此
煩
雲
絶
不
蒸
 
此
れ
よ
り
煩
雲
絶
へ
て
蒸
さ
ず

 

温
故
久
経
三
代
主
 
故
き
を
潜
ぬ
る
に
久
し
く
三
代
の
主
を

 

経
た
り
 

〈初
是
大
相
国
、
次
相
公
尊
堂
、
今
尊
閣
改
為
仏
寺
。
ー
初

 

め
は
是
れ
大
相
国
、
次
い
で
相
公
尊
堂
、
今
尊
閤
改
め
て
仏

 

寺
と
為
せ
り
〉
 

視
今
多
有
四
禅
僧
 
今
を
視
る
に
多
く
四
禅
の
僧
有
り

 

よ
ろ

 

門
開
方
便
宜
観
月
 
門
は
方
便
を
開
く
月
を
観
る
に
宜
し

 

は
つ

く
 

あ
に

 

池
作
八
功
豊
結
氷
 
池
は
八
功
を
作
す
豊
氷
を
結
ば
ん
や

慧
以
蕪
詞
加
麗
句
 
葱
づ
ら
く
は
蕪
詞
を
以
て
麗
句
に
加
ふ

る
』
」と

 

老
心
還
忘
少
才
能
 
老
心
還
つ
て
才
能
の
少
き
を
忘
る

 

い
つ
と
特
定
で
き
な
い
が
、
六
月
十
日
か
ら
さ
ほ
ど
隔
た
っ
て

い
な
い
だ
ろ
う
。
公
卿
た
ち
の
評
議
の
場
で
あ
る
陣
座
に
お
い
て
、
 

菅
原
輔
正
は
行
成
の
詩
を
耳
に
し
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
席
で
  

行
成
は
自
作
を
披
露
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
 

輔
正
は
道
真
の
四
世
の
孫
に
当
た
る
が
、
こ
の
時
、
従
三
位
、
 

参
議
、
式
部
大
輔
で
、
七
十
九
歳
と

い
う
高
齢
で
あ
る
。
大
江
家

 

に
比
し
て
劣
勢
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
菅
原
家
の
家
業
を
守
り
、
 

儒
家
の
長
老
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
。
 

「
短豪
」
は
短
く
な
っ
た
筆
の
意
で
、
自
ら
の
詩
文
の
制
作
を

 

い
う
謙
辞
で
あ
る
。
「
他聞
所
レ
及
、必
可
ニ
秘
蔵
一
」
は
、人
の
耳

 

に
入
る
だ
ろ
う
か
ら
、
他
言
し
な
い
で
ほ
し
い
、
の
意
。
 

詩
の
第

一
句
の
「
鶏
園
」
は
寺
を

い
う
。
本
来
は

「大
唐
西
域

 

記
』
巻
八
に
見
え
る
マ
カ
ダ
国
の
寺
院
の
名
で
、
ア
シ
ョ
カ
王
が

 

建
て
た
と
い
う
。
 

第
三
句
に
世
尊
寺
の
前
身
で
あ
る
桃
園
第
の
伝
領
の
こ
と
が
述

 

べ
ら
れ
て
い
る
。
詩
に

「
三代
の
主
」
と

い
い
、
自
注
で
そ
れ
を

 

説
明
し

て
い
る
。
最
初
は
 
「
大相
国
」
、
太
政
大
臣

の
伊
戸
で
あ

 

る
。
次
は

「相
公
の
尊
堂
」
で
、
相
公
す
な
わ
ち
参
議
行
成
の
母

 

で
あ
る
。
先
の
行
成
の
詩
に

い
う
「
道
場
の
旧
主
は
吾
が
慈
母
」
 

に
照
応
す
る
。
三
代
目
が

「
尊
閤
」
、
行
成
で
、
彼
に
よ
っ
て
仏

 

寺
に
改
め
ら
れ
た
と
い
う
。
 

桃
園
第
の
伝
領
に

つ
い
て
は
複
雑
で
あ
り
、
諸
説
が
入
り
乱
れ

 

て
い
る
。
そ
う
さ
せ
て

い
る
の
は
、
桃
園
は
そ
も
そ
も
地
域
の
名

 

称
で
あ
り
、
そ
こ
に
十
世
紀
前
半
か
ら
複
数
の
皇
親
、
貴
族
の
邸
 

《
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宅
が
造
営
さ
れ
、
伝
領
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
も

ち
ろ
ん
世
尊
寺
の
前
身
で
あ
る
桃
園
第
に
つ
い
て
考
え
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
も
、
伊
ヂ
以
後
に
限
っ
て
も
諸
説
が
あ
る
。
 

・

保
光
ー
（
女
子
）
ー
 
成
。
原
田
敦
子

 

・

伊
矛
ー
 
孝
（
保
光
）
ー
 
成
。
高
橋
康
夫

 

・

伊
戸
ー
 
老
ー
保
光

1
行
成
。
増
田
繁
夫

 

こ
れ
ら
の
説
で
挙
げ
ら
れ
た
人
び
と
の
関
係
は
次
の
よ
う
に
な

る
。
 伊

ヂ
 

義
孝

 

一

T行
成

 

源
保
光
 

女

 

義
孝
は
天
延
二
年
（
九
七
四
）
九
月
、
二
十
一
歳
で
早
逝
し
た

が
、
こ
の
時
、
行
成
は
わ
ず
か
に
三
歳
で
あ
っ
た
。
祖
父
の
伊
ヂ

は
行
成
が
生
ま
れ
た
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
に
死
去
し
て
い
た
の

で
、
行
成
は
母
と
そ
の
父
源
保
光
に
よ
っ
て
養
育
さ
れ
た
。
 

こ
れ
ら
近
年
の
研
究
が
主
張
す
る
桃
園
第
の
伝
領
過
程
は
い
ず

れ
も
、
輔
正
の
詩
が

い
う
そ
れ
と
は

一
致
し
な
い
。
言
葉
を
換
え

て
い
え
ば
、
輔
正
の
詩
、
ま
た
行
成
の
詩
は
従
来
の
考
察
で
は
見

逃
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
よ
う
や
く
こ
の
 

「行
成
詩
稿
』
に
注
目
し
た
論
が
出
た
。
黒
板
伸
夫
著
、
人
物
叢

書
「
藤
原
行
成
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）
に
次
の
記
述
が
  

あ
る
。
 

『行
成
詩
稿
」
中
の
世
尊
寺
で
の
詠
に

「
道
場
の
旧
主
は
わ

が
慈
母
」
 の
句
が
あ
る
の
で
、
保
光
ま
た
は
保
光
女
が
正
式

の
領
有
者
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
（
二
三
貢
）
 

桃
園
第
の
伝
領
の
考
察
に
初
め
て
「
行
成
詩
稿
」
を
取
り
込
ん

だ
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
か
伝
領
者
三
代
を
明
言
し
た
こ
の

輔
正
の
詩
句
に
は
言
及
せ
ず
、
か
え
っ
て
行
成
詩
も
輔
正
詩
も
触

れ
て
い
な
い
保
光
の
可
能
性
を

い
い
、
行
成
詩
が
明
言
す
る
 
「慈

母
」
（
保
光女
）
に
つ
い
て
は
 
「
領
有
者
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ

り
」
と
述
べ
る
に
と
ど
め
て
い
る
。
し
か
し
行
成
詩
の
、
ま
た
こ

れ
に
和
し
た
輔
正
詩
の
表
現
は
、
他
の
何
に
も
増
し
て
確
か
な
証

言
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
桃
園
第
は
伊
戸
ー
 
光
女
ー
 
成
と
伝

領
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 

行
成
の
詩
に
よ
っ
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

そ
の
母
に

つ
い
て
は
、
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
正
月
二
十
九

日
に

亡
く
な
っ
た
こ
と

（
「権
記
」
寛
弘
八
年
七
月
十
一
日
）
以
外
は
何
も

明
ら
か
で
な
い
。
 

第
三
聯
、
前
句
の

「
門
は方
便
を
開
く
」
は

「
法華
経
」
法
師

品
に

「
此
経
（
法華
経
）
は
方
便
の
門
を
開
き
て
、
真
実

の
相
を

示
す
な
り
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
こ
れ
と
対
を
な
す

「
池
は

 

は
つ

く
ど

く
す
い

 

八
功
を
作
す
」
は

「
八功
徳
水
」
に
拠
る
。
極
楽
浄
土
の
池
を
満
 

d
'
 



た
し
て
い
る
水
で
八
種
の
功
徳
が
あ
る
と
い
う
。
 

輔
正
か
ら
の
こ
の
和
詩
に
接
し
て
、
行
成
は
直
ち
に
応
答
し
た
。
 

日
 

余
、
近
曽
、
有
世
尊
寺
之
作
。
昨
朝
、
吏
部
相
公
、
忽
賜

高
和
。
拝
喜
之
至
、
欲
罷
不
能
。
聯
押
本
韻
、
以
酬
来
章
。
 

余
 

ち
か
コ
ろ
 

き
の
う
 

、
近
曽
世
尊
寺
の
作
有
り
。
昨
朝
、
吏
部
相
公
忽
ち
高

和
を
賜
ふ
。
拝
喜
の
至
り
、
罷
め
ん
と
欲
す
る
も
能
は
ず
。
 

い
さ
さ

 

聯
か
本

韻
を
押
し
、
以
つ
て
来
章
に
酬
ゆ
。
 

な
お
ん

 

我
以
家
園
為
奈
苑
 
我
家
園
を
以
つ
て
奈
苑
と
為
す

 

れ
い
じ
よ
う

 

上
祈
聖
上
下
製
蒸
 
上
は
聖
上
を
祈
り
下
は
梨
蒸

 

ひ
と

 

昔
偏
賞
翫
琴
詩
酒
 
昔
は
偏
へ
に
賞
翫
す
琴
詩
酒

今
只
帰
依
仏
法
僧
 
今
は
只
帰
依
す
仏
法
僧

 

こ
の
詩
は
前
半
の
四
句
し
か
残
ら
な
い
。
ま
た
傍
線
を
付
し
た

第
三
句
の
 
「
賞翫
」
以
下
は
、
第
一
首
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
『
行

成
詩
稿
」
中

の
摘
句
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

詩
題

の
 「
本韻
を
押
す
」
と
は
輔
正

の
詩
の
脚
韻
（
蒸

一
僧
・

氷
・
能
）
に
合
わ
せ
て
押
韻
し
た
こ
と
を
い
う
。
 

第

一
句
の
「
奈
苑
」
は
寺
院
を
い
う
。
第
二
句
の

「
梨
蒸」
は

多
く
の
民
衆
の
意
で
、
上
は
天
皇
か
ら
下
は
民
草
ま
で
広
く
人
び

と
の
救
済
を
仏
に
祈
る
、
と
い
う
。
 

第
二
聯
は
邸
第
で
あ
っ
た
昔
と
寺
院
と
な
っ
た
現
在
と
を
対
比

 

す
る
。
「琴
詩
酒
」
は
白

居
易
の
詩
語
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
は
彼

 

が
愛
好
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を

「
三
友
」
と
称
し
た
。
こ
れ
を
主

題
と
し
た
「
北
窓
三
友
」
（
「
白氏
文
集
」
巻
六
十
二
）
に
、
 

や
 

欣
然
と
し
て
三
友
を
得
た
り
、
三
友
と
は
誰
と
為
す
。
琴
罷

 

す
な
わ

 

め
ば

親

ち
酒
を
挙
げ
、

酒
罷
め
ば
軌
ち
詩
を
吟

ず
。
三
友

 

た
が
 

ま
ね
 

や

 

逓
ひ
に
相
引
き
、
循
環
し
て
巳
む
時
無
し
。
 

な
げ
う

 

と
い

い
、
ほ
か
に

「
琴
詩
酒
の
伴
は
皆
我
を

批

つ
、
雪
月
花
の

時
最
も
君
を
憶
ふ
」
（
寄ニ
股協
律
一
」
、巻
五
十
五
）
、「
水竹
花
の
前

に
活
計
を
謀
り
、
琴
詩
酒
の
裏
に
家
郷
に
到
る
」
（
「
吾土
」
、巻
五

十
八
）
の
用
例
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
三
つ
に
象
徴
さ
れ
る
文

雅
の
世
界
を
い
う
。
 

こ
の
後
、
さ
ら
に
輔
正
か
ら
行
成
へ
、
こ
れ
に
答
え
て
行
成
か

ら
輔
正
へ
と
唱
和
が
重
ね
ら
れ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
省
略
す
る
。
 

一
 
一

 

こ
の
唱
酬
が
あ
っ
て
か
ら
約
二
か
月
の
の
ち
、
新
た
な
展
開
が

 

あ
っ
た
。
藤
原
為
時
と
源
為
憲
の
二
人
が

「
世尊
寺
の
作
」
 に
対

 

す
る
和
詩
を
携
え
て
行
成
の
許
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ

 

の
前
に
為
時
と
為
憲
と
の
間
で
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。
為
憲
の
や

 

や
長
い
詩
題
が
そ
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
 

四
 
世
尊
寺
者
本
桃
園
第
也
。
山
池
奇
秀
、
竹
木
蔵
菱
。
右
大
尚

 

書
相
公
、
往
年
改
為
仏
寺
。
差
前
越
州
藤
刺
史
瑛
、

昨
談
予
 

に
u
 



日
、
右
大
丞
、
頃
有
世
尊
寺
作
。
僕
欲
献
和
、
汝
宜
奉
同
。
 

即
詰
其
長
句
之
詩
。
ロ
ロ
ロ
ロ
、
道
場
旧
主
吾
慈
母
、
毎
恋

温
顔
涙
不
能
。
予
甚
傷
之
、
側
々
然
。
添
押
本
韻
、
授
之
越

州
。
 

世
尊
寺
は
凝
桃
園
第
な
り
o

山
池
奇
秀
に
し
て
、
竹
木
繭
難

な
り
。
右
大
尚
書
相
公
、
往
年
改
め
て
仏
寺
と
為
す
。
髪
に

 

き
 

き
の
う

 

前
越
州
藤
刺
史
瑛
、

昨
、

予
に
談
り
て
日
は
く
、
「
右
大
丞
、
 

！
》の
コ
ろ
 

よ
ろ

 

頃
、

世
尊
寺

の
作
有
り
。
僕
献
和
せ
む
と
欲
す
。
、
汝
宜

し
く
同
じ
奉
る
べ
し
」
と
o

即
ち
其
の
長
句
の
詩
を
識
ん
ず
o
 

ロ
 

ロ
、
「
道
場
の
旧
主
は
吾
が
慈
母
、
毎
に
温
顔
を
恋

 

た
 

は
な
は
 

》
】
れ

 

ひ
て
涙
能

へ
ず
」
。
予
甚
だ
之

を
傷
み
、
側
々
然
た
り
。
 

か
た
じ
け
な

 

添
 
く
も
本
韻
を
押
し
、
之
を
越
州
に
授
く
。
 

途
中
、
判
読
で
き
な
い
四
字
が
あ
る
。
 

「蔵
菱
」
 は
畳
韻

の
語
で
、
草
木
が

美
し

い
様
子
を
い

う
。
 

「
右
大尚
書
相
公
」
は
参
議
右
大
弁
の
唐
名
。
そ
の
行
成
に
よ
っ

て
寺
院
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
長
保

三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

「
前
越
州
藤
刺
史
瑛
」
と
は
前
越
前

（
越
中
・
越
後
）
守
の
藤

瑛
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
藤
原
為
時
で
あ
る
。
た
だ
し

為
時
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
考

え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
読
む
行
成
の
答
詩
の
詩
題
田
  

に
、

為
憲
と

「前
越
州
藤
刺
史
瑛
」
と
を

「
詩仙
」
と
言
い
、
ま
 
《b
 

た
都
人
士
が
二
人
を
評
し
て

「
元
白
の
再
誕
」
す
な
わ
ち
元
積
と

 

白
居
易
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
言
っ
た
と
い
う
。
長
保
五
年
の
時
点

 

で
、
越
前
あ
る
い
は
越
中

・
越
後
の
前
の
守
で
、
こ
の
よ
う
に
称

 

⑧
 

さ
れ
る
の
は
為
時
を
措
い
て
は
他
に
い
な
い
。
 

為
時
は
い
う
ま
で
も
な
く
紫
式
部
の
父
で
あ
る
が
、
長
徳
二
年
 

（
九
九六
）
に
越
前
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
長
保
三
年
（

一
〇
〇
一
）
任

を
終
え
た
が
、
そ
の
後
は
散
位
の
身
で
、

「権
選
長

保
三
年
十

月
七
日
条
に

「
前
越前
守
為
時
」
と
し
て
見
え
る
。
 

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
「藤
瑛
」
は
為
時
を

い
う
こ
と

 

が
く
し
よ
つ

 

に
な
る
が
、
藤
瑛
と
は
何
か
。
こ
れ
は
為
時
の
学
生
と
し

て
の

 

あ
ざ
な

 

字
で

あ
る
。
大
学
寮
に
学
ぶ
学
生
は
別
称
と
し
て
字
が
付
け
ら

 

・

つ
じ

な

 

れ
た
。
中
国
風
に
漢
字
二
字
で
、
多
く
上
の
字
は
氏
名
の
一
字
を
、
 

下
は
好
字
を
選
ん
だ
。
為
時
の
「
瑛
」
は
赤
い
美
玉
を
意
味
す
る

げ
、
同
様
の
例
に
藤
珪

（藤
原
博
文
）
、藤
琳

（
藤原
広
業
）
が
あ

る
。
字
は
大
学
の
入
学
に
際
し
て
選
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
在

学
中
だ
け
で
な
く
、
同
学
の
間
で
は
、
こ
の
よ
う
に
後
年
に
至
っ

て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 

為
時
か
ら
為
憲
に
次
の
よ
う
な
誘
い
か
け
が
っ
た
。
最
近
、
行

成
公
が

「
世尊
寺
の
作
」
を
作
ら
れ
た
の
で
、
私
は
奉
和
詩
を
献

じ
よ
う
と
思
う
が
、
君
も
作
ら
な
い
か
。
そ
う
し
て
為
時
は
そ
の
 



「
世尊
寺
作
」
を
譜
ん
じ

て
み
せ
た
。
「
長句
」
は
律
詩
を
い
う
 

（
「作
文
大
体
」
）
。
 

次
に
四
字
分
の
欠
字
が
あ
り
、
つ
な
が
り
が
や
や
不
明
確
で
あ

る
が
、
「
世
尊
寺
の
作
」
 で
殊
に
為
憲
の
心
を
打
っ

た
の
は
結
び

の
一
聯
、
「
道
場
の
旧
主
は
吾
が
慈
母
、
毎
に
温
顔
を
恋
ひ
て
涙

 

た
 

能
へ
ず
」
 で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
為
憲
も
奉
和
の
詩
を
作
り
、
為

時
に
与
え
た
。
 

以
上
の
よ
う
な
題
を
付
し
て
詠
ぜ
ら
れ
た
為
憲
の
詩
も
、
為
時

の
奉
和
詩
も
残
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
ほ
ん
の

一

部
が
、
次
の
行
成
の
答
詩
の
詩
題
に
残
さ
れ
て
い
る
。
 

そ
の
行
成
の
答
詩
で
あ
る
。
や
は
り
長
い
詩
題
が
あ
る
が
、
初

め
を
欠
い
て
い
る
。
 

田
 
詩
仙
者
也
。
洛
陽
士
女
、
皆
謂
元
白
之
再
誕
。
仲
秋
八
月
十

有
余
日
、
共
以
親
友
、
尋
予
造
馬
。
時
哉
時
也
。
清
風
朗
月
、
 

巳
得
玄
度
。
吾
心
適
而
欣
々
然
。
廼
左
右
連
楊
、
問
其
来
由
、
 

各
直
投
一
篇
之
詩
。
蓋
相
和
与
相
公
贈
答
之
什
也
。

一
読
興

味
有
余
、
再
読
賞
翫
無
限
。
箇
裏
、
吟
美
州
丁
蘭
之
句
、
九

廻
之
腸
巳
断
、
詠
越
州
風
樹
之
詞
、
数
行
之
涙
忽
零
。
予
、
 

齢
難
及
二
毛
、
性
猶
拙
六
義
、
愁
乗
紙
筆
、
以
次
本
韻
而
巳
。
 

詩
仙
な
る
者
な
り
。
洛
陽
の
士
女
、
皆
元
白
の
再
誕
と

謂
ふ
。
仲
秋
八
月
十
有
余
日
、
共
に
親
友
な
る
を
以
つ
て
、
 
 

予
を
尋
ね
て
違
る
o

時
な
る
か
な
、
時
な
る
か
な
o

清
風
朗

 

わ
れ
 

か
な

 

月
、
巳
に
玄
度
を
得
た

り
。
吾
心
適
ひ

て
欣
々
然
た
り
。
 

域

ち
左
右
に
楊
を
連
ね
て
、
其
の
来
由
を
問
ふ
に
、
層
の

 

け
だ

 

直
ち
に

一
篇
の
詩
を
投
ぜ
ら
る
。
蓋
し
相
公
と
贈
答
せ
し
什

に
相
和
す
る
な
り
。

一
読
し
て
興
味
余
り
有
り
、
再
読
し
て

賞
翫
す
る
こ
と
限
り
無
し
。
箇
裏
に
、
美
州
が
丁
蘭
の
句
を

吟
ず
れ
ば
、
九
廻
の
威
た
巳
に
断
え
、
越
州
が
風
樹
の
詞
を

 

お
 

よ
わ
い

 

詠
ず
れ
ば
、
数
行
の
涙
忽
ち
零

つ
。
予
、

齢

二
毛
に
及
ぶ

 

な
ま
じ
い
 

と

 

と
難
も
、
性
な
ほ
六
義
に
拙
し
。
 
愁
に

紙
筆
を
乗
り
て
、
 

以
つ
て
本
韻
に
次
ぐ
の
み
。
 

途
中
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
最
初
は
奉
和
詩
を
寄
せ
た
為
時
と

為
憲
の
こ
と
を

い
う
。
「
詩仙
」
は
こ
こ
で
は
卓
越
し
た
詩
人
、
 

詩
の
天
才
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
行
成
は
二
人
を
こ
の
語
を
以

つ
て
称
す
る
。
 

「
洛
陽
の
士
女
、
皆
、
元
白

の
再
誕
と

謂
ふ
」
 に
つ
い
て
。
 

「
洛陽
」
は
中
国
の
都
京
を
以
っ

て
平
安
京
を
い
う
。
「元
白
」
 

は
元
棋
と
白
居
易
。
人
び
と
は
為
時
と
為
憲
と
を
こ
の
唐
の
二
詩

人
の
再
来
と
う
わ
さ
し
た
。
こ
の

一
文
は
典
拠
の
あ
る
措
辞
で
あ

る
。
こ
れ
は
 
「劉
白
唱
和
集
解
」
（
「
白氏
文
集
」
巻
六十
）
に
倣
っ

て
い
る
。
こ
の
文
章
は
白
居
易
と
詩
友
劉
高
錫
と
の
唱
和
詩
を
ま

と
め
た
「
劉
白
唱
和
集
」
（
散
侠
）
の
序
に
当
た

る
も
の
で
あ
る
 
[
I
 



が
、
次
の
一
文
が
あ
る
。
 

江
南
の
士
女
の
才
士
を
語
る
者
は
、
多
く
元
白
と
云
ふ
。
 

こ
の
「
元
白
」
も
元
棋
と
白
居
易
で
あ
る
が
、
行
成
は
こ
れ
を

用
い
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
「劉
白
唱
和
集
解
」
 の
こ
の
表
現
は
、
 

世
間
の
人
び
と
は
何
々
を
称
賛
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
言
う
の
に

格
好
の
も
の
言
い
と
思
わ
れ
た
ら
し
く
、
こ
れ
よ
り
少
し
前
頃
か

ら
、
文
人
た
ち
の
間
で
用
い
ら
れ
て
い
如

 

コ
元
白
」
を並
称
す
る
こ
と
も
皿
山
女朝
の
詩
文
に
多
く
見
ら
れ

 

⑩
 

る
が
、
併
せ
て

「詩
仙
」
 の
語
も
用
い
た
詩
を
参
考
に
あ
げ
て
お

 

こ
う
。
具
平
親
王
の
 
「戸
部
尚
書
の
 「
同
に寒
林
に
暮
鳥
帰
る
と

い
ふ
を
賦
す
」
 に
和
す
」
（
「本
朝
麗
藻
」
下
）
の
第
二

・
三
聯
に
、
 

元
白
新
情
農
上
出
 
元
白
の
新
情
は
鹿
上
に
出
で

 

楊
班
古
意
筆
頭
残
 
楊
班
の
古
意
は
筆
頭
に
残
る

 

た
だ
ま
さ
 

た
く
み

 

唯
応
草
聖
妙
飛
墨
 
唯
応
に
草
聖
の
妙
に

墨
を
飛
ば
せ
し

 

の
み
な
る
べ
し

 

も
と
よ
り

 

本
自
詩
仙
何
用
丹
 
本
自
詩
仙
は
何
ぞ
丹
を
用
カ
ん
や

 

と
あ
る
。
「
戸
部
尚
書
」
、
民
部
卿
藤
原
文
範
の
詩
の
表
現
と
筆
跡

を
褒
め
称
え
る
。
な
お
「
楊
班
」
は
漢
の
楊
雄
と
班
固
で
あ
る
。
 

八
月
十
余
日
、
為
時
と
為
憲
の
二
人
は
行
成
の
許
を
訪
れ
た
。
 

時
あ
た
か
も
仲
秋
の
明
月
の
頃
、
二
人
の
来
訪
は
行
成
に
中
国
の

逸
事
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
。
「
世説
新
語
』
言
語
篇
に
記
さ
れ
る
  

こ
と
で
あ
る
。
 

劉
ヂ
云
、
清
風
朗
月
、
軌
思
ニ
玄度
？
 

ー
 
ヂ
が
言
っ
た
。
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
、
す
っ
き
り
と

月
が
明
る
い
夜
は
、

い
つ
も
玄
度
（
許
駒
）
の
こ
と
が
思
わ

れ
る
。
 

す
っ
か
り
愉
快
に
な
っ
た
行
成
は
二
人
に
来
訪
の
理
由
を
質
し

た
。
す
る
と
二
人
は
す
ぐ
に

一
首
ず

つ
の
詩
を
示
し
た
。
そ
れ
は

行
成
が
輔
正
と
贈
答
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
詩
に
和
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
行
成
は
そ
れ
ら
を
く
り
返
し
読
み
、
い
た
く
感
じ
入
っ

た
 。 そ

の
次
の

一
聯
は
今
は
失
わ
れ
た
為
時
と
為
憲
の
詩
の
内
容
に

 

言
及
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
前
に
置
か
れ
た

「箇
裏
」
は
ロ
語

 

⑩
 

語
葉
で
あ
る
。
「
こ
こ
」
 の
意
。
 

「
美
州
が
丁
蘭
の
句
」
「
美
州
」
は
（前
）
美
濃
守
の
為
憲
を

い

 

⑩
 

う
。
そ
の
詩
に
は
丁
蘭
の
こ
と
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
た
。
丁
蘭
は

 

中
国
の
孝
子
で
、
「孝
子
伝
」
中

の
人
物
で
あ
る
。
日
本
に
遺
存

 

国
 

す
る
「
孝
子
伝
」
 の

一
本
、
陽
明
文
庫
本
に
よ
れ
ば
、
 

河
内
の
人
丁
蘭
は
至
孝
な
り
。
幼
く
し
て
母
を
失
い
、
年
十

 

や
 

き
ぎ

 

五
に
至
る
も
、
思
慕
巳
ま
ず
。
乃
ち
木
を
勉
み
て
母
と
為
し
、
 

麟
を
供
養
す
る
こ
と
、
生
け
る
母
に
敏
ふ
る
に
異
な
ら
ざ
る

が
如
し
。
蘭
の
婦
不
孝
に
し
て
、
火
を
以
つ
て
木
母
の
面
を
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焼
く
。
蘭
即
ち
夜
、
夢
に
木
母
と
語
る
。
言
は
く
、
「
汝
が

 

ち
 
ち

 

婦
、
吾
が
面
を
焼
く
」
と
。
蘭
乃
ち
其
の
婦
を
答
治
し
、
然

 

や
 

る
後
に
之
を
遣
る
。
隣
人
の
斧
を
借
ら
ん
と
す
る
こ
と
有
り
。
 

よ
ろ
こ
 

す
な
わ

 

蘭
即
ち
木
母
に
啓
す
。
母
顔
色

悦
ば

ず
。

便
ち
之
を

借
さ

ず
o

隣
人
臓
り
恨
み
て
去
る
o

蘭
の
不
在
を
伺
い
て
、
刀
を

 

い
つ
び
 

き
 

か
え

 

以
て
木
母
の
一
腎
を
研
る
。
流
血
地
に
満

つ
。
蘭
還
り
て
之

を
見
、
悲
号
叫
働
し
て
、
即
ち
往
き
て
隣
人
の
頭
を
斬
り
、
 

以
て
母
に
祭
る
。
官
罪
を
問
は
ず
、
禄
位
を
其
の
身
に
加
ふ
。
 

わ
か
 

・
っ
し
な

 

賛
に
日
は
く
、
丁
蘭
至
孝
に
し
て
、
少
く
し
て
親
を
喪
亡
ふ
。
 

な
 

追
慕
す
る
も
及
ぶ
こ
と
元
し
。
木
母
人
を
立
て
、
朝
タ
供
養

し
、
親
に
事
ふ
る
に
過
ぎ
た
り
。
身
没
す
る
も
名
在
り
、
万
 

》
 】
 

世
惟
れ
真
な
り
と
。
 

と
あ
る
。
丁
蘭
は
母
親
に
孝
養
を
尽
く
し
た
人
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
為
憲
が
丁
蘭
の
故
事
を
詠
ん
だ
の
は
、
先
の
詩
題
四
に
も

言
う
よ
う
に
、
行
成
の
 
「
道
場
の
旧
主
は
吾
が
慈
母
、
毎
に
温
顔

を
恋
ひ
て
涙
能

へ
ず
」
の

一
聯
に
関
わ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
 

「
越州
が
風
樹
の
句
」
「
越
州
」
は
（
前
）
越前
守
で
、
為
時
を

い
う
。
そ
の
詩
に
は
 
「
風
樹
」
の
語

句
が

用
い
ら
れ

て
い
た
。
 

「
風樹
」
は
風
に
吹
か
れ
る
木
の
意
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
親

へ
の

孝
養
に
関
わ
る
語
で
あ
る
。
「韓
詩
外
伝
』
の
「
樹
静
か
な
ら
ん
  

と
欲
す
れ
ど
も
風
止
ま
ず
。

子
養
は
ん
と
欲
す
れ
ど
も
親
待
た

ず
」
 に
基
づ
き
、
親
に
孝
養
を
尽
く
そ
う
と
思
っ
て
も
、
親
が
す

で
に
亡
く
な
っ
て
孝
行
で
き
な
い
歎
き
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
為

時
の

「
風樹
」
の
語
も
ま
た
行
成
の
亡
母
に
対
す
る
追
慕
を
述
べ

 

た
先
の
一
聯
に
和
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ

 

⑩
 

る
。
 

結
び

の
部
分
、
「
一
一
毛」
は
白
髪
交
じ
り
の
髪
で
あ
る
が
、
潜

岳
の
 
「
秋
興
賦
」
（
「文
選
」
巻
十
」
こ
 の
序
の
表
現
か
ら

三
十
一
一

歳
を
い
う
。
 

晋
の
十
有
四
年
、
余
、
春
秋
三
十
有
二
、
始
め
て
二
毛
を
見

る
。
 

こ
の
時
、
行
成
は
三
十
二
歳
で
あ
っ
た
か
ら
、
ぴ
っ
た
り
と
符

合
す
る
典
故
と
し
て
こ
れ
を
借
り
た
の
で
あ
る
。
 

「
六
義
」
は

「
毛
詩序
」
（
「
文
選」
巻
四
十
五
）
に

「詩
に
六
義

有
り
」
と
し
て
挙
げ
る
風
、
賦
、
比
、
興
、
雅
、
領
。
そ
こ
か
ら

詩
あ
る
い
は
詩
作
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

以
上
の
詩
題
の
も
と
に
、
行
成
は
次

の
詩
を
賦
し
て
い
る
。
 

》
 】
 

因
 
両
吏
循
良
幾
足
称
 
両
吏
は
循
良
に
し
て
幾
れ
称
す
る
に
足

る
 

け
ん
じ
よ
う

 

東
山
北
陸
離
船
蒸
 
東
山
北
陸
騎

蒸
を
撫
す

共
逢
鳳
閥
千
年
主
 
共
に
逢
ふ
鳳
闘
千
年
の
主
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夏
膜
 

と
も
 

げ

 

同
契
鶏
園
六
夏
僧
 
同
に
契
る
鶏
園
六
夏
の
僧

 

た
だ

 

紙
識
交
情
如
淡
水
 
祇
識
る
交
情
淡
水
の
如
し
と

 

又
看
節
操
似
堅
氷
 
又
看
る
節
操
堅
氷
に
似
た
る
を

有
時
相
伴
尋
吾
至
 
時
有
り
て
相
伴
ひ
て
吾
を
尋
ね
て
至
る

月
下
清
談
去
未
能
 
月
下
の
清
談
去
ら
ん
と
す
る
も
未
だ
能

は
ず

 

第
一
聯
。
「
両
吏
」
は
東
山
道

の
美
濃
と
北
陸
道
の
越
前
の
国

守
で
あ
っ
た
為
憲
と
為
時
と
を

い
う
。
「
騎蒸
」
は
民
衆
。
二
人

は
良
吏
と
し
て
よ
く
治
下
の
民
衆
を
慈
し
ん
だ
。
 

第
二
聯
。
「鳳
閥
」
は
朝
廷
。
朝
廷
に
仕
え
て
は
千
年
に

一
度

出
現
す
る
と
い
う
聖
天
子
に
め
ぐ
り
逢
い
、
世
尊
寺
で
は
僧
と
結

縁
す
る
。
「鶏
園
」
は
輔
正
の
詩
口
に
前
出
。
 

第
三
聯
の
前
句
の

「
交情
は
淡
水
の
如
し
」
と
は
真
の
君
子
の

交
友

の
あ
り
様
。
「荘
子
」
山
木
篇
の

「
君
子
の
交
り
は
淡
と
し

 

コ
と

 

て
水
の
若
し
」
に
基
づ
く
。
 

第
三
聯
ま
で
は
為
憲
と
為
時
の
二
人
の
こ
と
を
言
い
、
結
び
で
、
 

そ
う
し
た
二
人
が
連
れ
立
っ
て
訪
問
し
て
く
れ
た
、
時
あ
た
か
も

好
し
、
仲
秋
の
朗
月
の
下
、
清
談
に
時
の
移
る
の
も
忘
れ
た
と
述

べ
、
感
謝
の
情
を
示
す
。
 

「行
成
詩
稿
」
に
残
る
、
行
成
の

「
世
尊
寺作
」
を
発
端
と
す

る
文
人
た
ち
の
唱
酬
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

三
 

前
節
で
読
ん
だ
、
為
憲
と
為
時

へ
の
答
詩
の
詩
題
国
で
、
行
成

 

い
た

 

は
二
人
に
つ
い
て
「
共
に
親
友
な
る
を
以
つ
て
、
予
を
尋
ね
て
造

る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
為
憲
に

つ
い
て
は
、
「権
記
」
 に
こ
れ

に
照
応
す
る
記
事
が
あ
る
。
 

迂
遠
で
あ
る
が
、
長
保
元
年
八
月
二
十
三
日
条
か
ら
読
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

う
ね
め
の
か
み
！
》
せ
の
ひ
ろ
た
か

 

此
の
日
、
釆
女
正
巨
勢
広
貴
を
招
き
、
今
日
不
動
尊
蔵
を
図

き
奉
る
べ
き
の
由
を
示
す
。
是
れ
則
ち
故
宣
方
中
将
の
為
な

り
。
中
将
は
年
来
親
泥
に
相
語
り
し
人
な
り
。
去
年
病
疫
に

て
天
亡
せ
り
。
中
将
存
せ
し
日
、
広
紙
一
張
を
送
り
て
、
予

 

い
え
ど

 

が
手
述
を
請
ふ
。
臨
池

の
妙
無
し
と

錐

も
、
彼
が
雅
意
に

 

そ
む

 

垂
か
ざ
ら
ん
が
為
に
、
将
に
以
つ
て
筆
を
下
さ
ん
と
せ
し
間
、
 

年
月
自
ら
移
り
、
彼
が
逝
去
に
当
た
る
。
の
つ
て
平
生
帰
依

 

ま
た

 

の
尊
像
を
尋
ね
、
画
図
せ
し
め
奉
り
、
聯
か
亦
其
の
趣
を
注

 

お
も

 

さ
ん
と
欲
ふ
。
 

「
故
宣方
中
将
」
は
源
宣
方
で
あ
る
。
彼
は
長
徳
四
年
（
九
九

 

八
）
八
月
に
死
去
し
た
。
大
江
匡
衡
が
執
筆
し
た
そ
の
四
十
九
日
 

D
 

の
願
文
が

『
本朝
文
粋
」
巻
十
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記

 

事
に
よ
れ
ば
、
行
成
と
宣
方
と
は
長
年
の
親
友
で
あ
っ
た
が
、
生
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前
、
宣
方
は
行
成
に
そ
の
書
を
所
望
し
て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に

行
成
は
当
代
随

一
の
名
筆
で
あ
る
。
行
成
は
そ
の
望
み
に
答
え
よ

う
と
思
い
な
が
ら
も
果
た
さ
な
い
ま
ま
、
宣
方
の
死
に
出
会
う
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
頃
帰
依
し
て
い
た
不
動
尊
の
像
を
画

家
と
し
て
有
名
な
巨
勢
広
貴
に
描
か
せ
、
こ
れ
に
以
上
の
よ
う
な

由
緒
を
書
き
付
け
る
こ
と
で
、
行
成
は
親
友
と
の
生
前
の
約
東
を

果
た
そ
う
と
し
た
。
こ
の
不
動
尊
の
画
像
は
短
日
の
う
ち
に
出
来

上
り
、
三
日
後
に
は
 
「
故
中
将
内
方
」
、
宣
方

の
妻
の
許

へ
届
け

ら
れ
て
い
る
。
「権
記
」
 の
二
十
六
日
条
で
あ
る
。
 

広
貴
に
不
動
尊
像
を
図
か
し
め
、
自
ら
由
趣
を
尊
像
の
下
に

書
し
、
惟
風
朝
臣
に
付
し
て
故
中
将
の
内
方
の
許
に
送
る
。
 

其
の
詞
に
云
ふ
、
 

「予
、
故
右
親
衛
源
次
将
と
素
よ
り
友
と
し
て
善
し
。
昔
、
 

色
紙
一
枚
を
以
つ
て
予
に
授
け
、
以
つ
て
手
迩
を
乞
ふ
。
劇

 

て
ん
け
ん

 

務
纏
牽
し
、
未
だ
書
く
に
及
ば
ざ
る
に
、
去
年
の
仲
秋
、
次

 

し
 

あ
 
あ
 

な
ほ

 

将
既
に
損
す
。
嵯
乎
哀
し

い
か
な
。
芳
談
猶
耳
中
に
留
ま
り
、
 

い
た
ず

 

花
紙
徒
ら
に

薩
底
に
在
り
。
 

ぐ

が
ん
 

ゆ

 

夫
れ
不
動
明
王
は
、
大
悲
弘
願
の
尊
な
り
。
逝
き
し
者
平

 

ぞ
う
じ

 

生
常
に
帰
し
、
弟
子
造
次
に
も
忘
れ
ず
。
是
れ
大
因
縁
な
り
、
 

善
知
識
に
非
ず
や
。
故
に
人
を
し
て
形
像
を
此
の
紙
に
図
か

 

て
ず
か
ら

 

し
め
、
手
自
由
緒
を
其
の
下
に
書
す
。
 
 

そ
も
そ
も
生
々
加
護
、
本
誓
是
れ
蹴
む
o

請
ふ
一
周
に
当

 

き
さ
つ

 

た
り
て
、
以
つ
て
九
品
に
導
か
れ
ん
こ
と
を
。
昔
季
札
心
に

 

じ
よ
は
く
 

お
と
 

せ
ん

 

許
し
、
剣
徐
柏
の
煙
に
懸
く
。
今
弟
子
涙
を
零
し
、
農
楚
竹

 

つ
 

の
露
を
点
く
。
徳
や
孤
な
ら
ず
。
廻
向

一
切
な
ら
ん
。
 

時
に
長
保
元
年
八
月
二
十
六
日
、
ロ
友
某
記
す
」
。
 

！
》
れ

 

此
の
趣
は
美
濃
守
為
憲
朝
臣
を
し
て
之
を
草
せ
し
む
る
な

 

そ
う

さ
 

い
わ
ゆ
る

 

り
。
中
心
に
思
ふ
所
、
叢
腔
す
る
こ
と
能
は
ず
。
所
謂
書
は

言
志
を
尽
く
さ
ざ
る
も
の
か
。
 

「
 」
 で
括
っ
た
部
分
が
不
動
尊
の
画
像
に
書
き
付
け
ら
れ
た

文
章
で
あ

る
。
こ
れ
を
行
成
は
 
「
由趣
」
 「
趣
」
と
呼
ん
で
い
る

が
、
末
尾
に

日
付
も

付
さ
れ
、

「
某
記
」
 と
あ

る
こ
と
か
ら
、
 

「
記」
と
呼
ぶ
。
 

こ
の
「
記
」
は
源
為
憲
に
依
嘱
し
て
執
筆
さ
せ
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
行
成
に
と
っ
て
亡
友
と
の
約
束
を
果
た
す
大
事
な
文
章

 

の
執
筆
を
委
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
す
で
に
為
憲
の
能
力

 

⑩
 

に
対
す
る
十
分
な
認
識
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
 

こ
れ
は
長
保
元
年
八
月
、
「世
尊
寺
作
」
を
め
ぐ
る
唱
和
が
な

さ
れ
る
お
よ
そ
四
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
 

本
論
の
主
眼
と
し
て
前
節
で
読
ん
だ
よ
う
に
、
行
成
は
為
憲
、
 

ま
た
為
時
、
輔
正
ら
と
詩
の
唱
和
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
考
え
れ
ば
、
行
成
は
先
の
 
「
記
」
 の
ご
と
き
文
章
を
自
ら
書
く
 
1
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能
力
は
十
分
に
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
為
憲

に
依
頼
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
詩
を
賦
す
こ
と
と
漢
文
を
草
す
る

こ
と
と
に

つ
い
て
の
行
成
の
意
識
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
 

よ
く
知
ら
れ

た
資
料
で
あ
る
が
、
大
江
匡
房
「
続
本
朝
往
生

伝
」
の
一
条
天
皇
伝
に
は
、
当
代
が
多
彩
な
人
材
を
輩
出
し
た
時

代
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
列
挙
し
て
い
る
。
 

！
 】
 ！
 一

 

時
の
人
を
得
た
る
こ
と
、
ま
た
斯
に
盛
り
と
為
す
。
親
王
に

は
後
中
書
王
（
具
平
親
王
）
、上
宰
に
は
左
相
（
藤
原
道
長
）
、
 

儀
同
三
司
（
伊
周
）
、九
卿
に
は
右
将
軍
実

資
、
右
金
吾
斉

信
、
左
金
吾
公
任
、
源
納
言
俊
賢
、
拾
遺
納
言
行
成
、
左
大

丞
扶
義
、
平
中
納
m
lロ惟
仲
、
霜
台
相
公
有
国
等
の
輩
、
朝
に

は
廊
廟
に
抗
議
し
、
タ
に
は
風
月
に
預
参
し
た
り
。
雲
客
に

は
 

、
管
絃
に
は
 

、
文
士
に
は
匡
衡
、
以
言
、
斉
名
、
 

宣
義
、
積
善
、
為
憲
、
為
時
、
孝
道
、
相
如
、
道
済
、
和
歌

に
は
 

、
画
工
に
は

 

一
条
朝
に
は
、
行
成
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
作
詩
の
能
力
を
持
っ

た
皇
親

・
公
卿
、
当
時
の
言

葉
で
は

〈属
文

の
王
卿
（
卿
相
）
>
 

が
輩
出
し
た
こ
と
も
ま
た
、
当
代
の
特
色
で
あ
っ
た
。
右
の
文
中

に
挙
げ
ら
れ
た
具
平
親
王
、
道
長
、
伊
周
、
斉
信
、
公
任
、
俊
賢
、
 

有
国
ら
は

い
ず
れ
も
そ
う
し
た
人
び
と
で
あ
る
。

一
方
、
為
憲
ま

た
為
時
は

「
文士
」
 で
あ
る
。
専
門
文
人
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 

行
成
は
、
能
力
の
有
無
と
は
別
に
、
「
記
」
の
執
筆
は
専
門
文
人
 

1
2
 

に
委
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

注
 

①
 

「行
成
詩
稿
」
は
「
書
道
芸
術
」
 

1
5
 

巻
「
藤
原
行
成
」
（
中
央
公

論
社
、
一
九
八
二
年
）
の
図
版
によ
る
が
、
こ
の
書
お
よ
び
桃
裕
行
 

「
行
成
詩稿
に
就
い
て
」
（
「
桃
裕
行
著
作
集
」
 5
、
思
文
閣
出
版
、
 

一
九
八九
年
）
、「大
日
本
史
料
」
第
二
編
之
二
十
六
、
万
寿
四
年
十

二
月
四
日
条
の
翻
刻
を
参
考
に
し
た
。
 

②
 
高
橋
康
夫

「
桃
園
・
世
尊
寺」
（
「平
安
京
の
邸
第
」
、望
稜
舎
、
 

一
九
八七
年
。
初
出
一
九
八
三
年）
参
照
。
 

③
 

「権
記
」
は
史
料
纂
集
所
収
本
に
よ
り
、
読
み
下
し
た
。
 

④
 
三
木
雅
博
「
聴
雨
考
」
（
「
平
安
詩
歌
の
展
開
と
中
国
文
学
」
、和

泉
書
院
、
一
九九
九
年
。
初
出
一
九
八
」
犀
）
参照
。
 

⑤
 
原
田
敦
子

「
桃
園
考」
（
「王
朝
物
語
と
そ
の
周
辺
」
、笠
間
書
院
、
 

一
九
八一
一
年
）
。
 

⑥
 
注
②
論
文
。
た
だ
し
こ
の
論
文
は前
後
で
飢
語
が
あ
る
。
一
九
三

頁
以
下
で
は
、
伊
ヂ
ー
 
孝
ー
 
成
に
よ
る
伝
領
を
述
べ
、
「保
光

は
桃
園
殿
を
伝
領
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
ん
に
「
寄住
」
し
た
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
」
と
い
う
が
、
 一
九
九頁
で
は

「
伊
ヂ
・
保

光
・
行
成
と
伝
領
さ
れ
た
も
の
で
」
と
い
う
。
 

⑦
 
増
田
繁
夫
「
桃
園
・
世尊
寺
と
源
氏
物
語
の
「
桃
園の
宮
」
」
（
「
源

氏
物
語
と
貴
族
社
会
」
、吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
。
初
出
一
九

九
四
年
）
。
 

⑧
 
こ
れ
は
源
為
憲
に
つ
い
て
も
全く
同
様
で
あ
る
。
こ
の
詩
題
を
源
 



為
憲
の
そ
れ
と
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
為
憲
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
後
述
の
行
成
の
詩
の
題
田
に
「
美
州
」
 

と
い
う
。
前
美
濃
守
を
い
う
が
、
前
美
濃
守
で
 「
詩仙
」
「元
白
の

再
誕
」
と
称
さ
れ
る
べ
き
人
物
は
為
憲
で
あ
る
。
 

⑨
 
文
人
と
し
て
の
為
時
を
論
じ
た
も
の
に
大
曽
根
章
介
「
文
人
藤
原

為
時
」
（
「日
本
漢
文
学
論
集
」
第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八年
。
 

初
出
一
九
八
三
年
）
が
姉
喝
。
 

⑩
 
後
藤
昭
雄
「
学
生
の
字
に

つ
い
て
」
（
「平
安
朝
漢
文
学
論
考
」
、
 

桜
楓
社
、

一
九
八
】
年
）
参
照
。
 

⑩
 
後
藤
昭
雄
「
平
安
朝
に
お
け
る
白
居
易
文
学
の
受
容
ー
「
劉
白
唱

和
集
解
」
を
例
と
し
て
ー
」
（
中国
、
大
連
外
国
語
学
院
刊
「
日
本

文
化
研
究
」
掲
載
予
定
、
未
刊
）
。
 

⑩
 
新
間

】
美

「
わ
が国
に
お
け
る
元
白
詩

・
劉
白
詩
の
受
容
」
（
「平

安
朝
文
学
と
漢
詩
文
」
、和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）

注
（
 

1
6
 

）
に

例
を
あ
げ
る
。
 

⑩
 
塩
見
邦
彦
「
唐
詩
口
語
の
研
究
」
（
中
国
書店
、
 一
九
九
五
年
）
 

参
照
。
 

⑩
 

「権
記
」
長
保
四
年
三
月
二
十
六
日
に

「前
美
濃
守
為
憲
朝
臣
」
 

と
見
え
る
。
 

⑩
 
幼
学
の
会

「孝
子
伝
注
解
」
（
汲古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。
 

⑩
 

「
風樹
の
歎
き
」
 の
故
事
は
本
来
、
両
親
あ
る
い
は
父
母
い
ず
れ

に
関
し
て
も
用
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
平
安
朝
で
は
、
ほ
と
ん
ど
母

に
関
し
て
引
用
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が

（
渡辺
秀
夫
「
「
法華
経
」
と
願
文
」
「国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
 

6
1
 

巻
 
1
2
 号
、

一
九
九
六
年
）
、こ
の
例
も
そ
う
で
あ
る
。
 

⑩
 
後
藤
昭
雄
「
本
朝
文
粋
抄
二
 
右
近
中
将
宣
方
の
為
の
四
十
九
日

 

の
願
文
」
（
「
ア
ジア
遊
学
」
 

4
2
 

、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。
 

⑩
 
正
暦
四
年

（
九九
三
）
正
月
か
ら
同
六
年
八
月
の
間
に
、
行
成
、
 

為
憲
に
藤
原
公
任
を
加
え
た
三
者
で

「
題法
華
経
八
品
詩
」
の
次
韻

が
な
さ
れ
て
い
る
。
山
崎
誠

「新
出
の
題
法
華
経
詩
に

つ
い
て
」
 

（
「和
漢
比
較
文
学
」
 8
号
、

一
九
九
一
年
）
参
照
。
 

（
大阪
大
学
教
授
・
大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
）
 

13 
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